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M: x.H + x2H3 + x4H5 + I-- (1)
と展開することが出来る｡x｡は線型応答係数で通常の磁化率であり､x2.X｡,-･は非線型応
答係数である｡外堀として交流磁場 tl:heXp(iut)をかけると､磁化 M+(t)は一般にフー リエ
級数で表はされ､その基本波成分 M●(a)および高調波成分 M'nu(-N'nu-N'n山)を抽出しこれを
解析することによって x｡､x2 などを求めることが出来る｡例えばx2は､
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図 6 YBa2CU.08焼結体の交流磁気応呈
上､下図それぞれ線形応答x'(u)とx.'(u)､
および非線型応答N',Oに対応している｡
る非線型磁化率が有効なプローブになることは
言うまでもない｡
ところで､図6はごく最近我々のグループで
測定した超低周波微小振幅の交流磁場励起にた
いする線型ならびに非線型磁気応答 N'3血,の温
度依存性である【1'1]｡M.9UはTcl では何の異常
も示さないのと対照的に､Tc之 では鋭いピーク
を示し､非線型磁化率x2がTC2 で負に発散して
いることを示唆している｡一方､比較的観点か
ら有機超伝導体(BEI)T-TTF)2Cu(NCS)2単結晶試
料について非線型磁気応答観測を試みたところ､
転移温度Tcでhl'紬には正のピ-クが見られたが
【12】まだ予備実験の段階であり､これらに関す
る詳細な検討は別の機会に譲りたい｡
5｡おわりに
｢セラミックス｣は規則性と不規則性が異な
ったスケールで共存し空間的にヘテロな構造を
有している｡CoC12-GICやYBa21Cu.08の焼結体
に見出された2段階の逐次相転移は､このよう
な ｢セラミックス｣の特性に由来する典型的な
現象である｡その秩序化を探るうえで､非線型磁気応答観測が有用なことは既に見た通りであ
り励起磁場の振幅や周波数を変えることによって､秩序化のダイナミクスや中間秩序相の動的
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構造を解明することが可能になる｡非線型磁化率はまた､所謂ゲージグラスとは異なる真の超
伝導グラスを調べる有効な手がかりであり､カイラリティーグラス相転移はもとより､Joseph
son一型相互作用の性質や､さらに超伝叫のミクロな起源などを探るうえでも重要な物理量であ
ることが分かる･｡このような比較的単純な ｢セラミックス｣の研究成果は､いずれはより複雑
な ｢セラミックス｣の性質や機能を明かにし､ひいては､自然界に見られる様々なコンプレッ
クスな系一般の理解を深めるであろう｡また､冒頭に述べたような美術工芸品等にみられる美
の源泉を尋ねるうえでも貴重な適し争べとなるのではなかろうか｡
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